
 ＮＰＯ学園 くびき野カレッジ天地びと    

第19期 タイム・テーブル 2019年9月～20年1月 原則：毎月第2土曜日 

学園長 真野俊和（元上越教育大教授・筑波大名誉教授、文学博士） 

講義日 
第１時限 

14:00～15:00 

第２時限 

15:10～16:10 

第１講 

9 月 14 日 

北越戦争と文明開化期における

新潟県人の活躍   間藤一也 

日本の近代建築の歴史（３） 

         廣田敏郎 

第２講（特別） 

10 月 5 日 

大嘗祭１―民俗文化としての、天

皇の代替わり儀礼  松尾恒一 

大嘗祭２―麁服（あらたえ）儀礼     

高野恒男 

第２講 

10 月 12 日 

直江津往還補説 10  

古賀治幸 

峠を越える信越線（1） マレーと

スイッチバック     石川伊織 

第３講 

11 月 9 日 

鉄道の街直江津（直江津の街の

形）        牛木幸一 

峠を越える鉄道（2）上越線・ルー

プと長大トンネル    石川伊織 

第４講 

12 月 14 日 

昭和・平成時代を振り返る－１ 

（雪国の住宅）   廣田敏郎 

「裏日本」文化 13 

唐澤太輔 

第５講 

1 月 11 日 

柳田国男講読ジャム・セッション：『明治大正史世相編』より④ 

テキストは前回から引き続き使用（当日も若干数は用意します）。 

真野俊和 

第６講 

1 月 25 日 

古代越後にとって高句麗は敵か

味方か：ヤマトの前方後円墳 vs

高句麗移民の積石塚古墳 

  石塚正英 

肉体の危機は霊魂の危機・開放原

理としてのタブー：フレイザー

『金枝篇』を読む③ 

         石塚正英  

 

教室：高田小町（上越市本町６丁目） 事前申し込み不要 聴講料無料 

問合せ℡：090-3516-8807  mail:kubikinokyodo@gmail.com 


